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整理 No. １９ 分類 「その他」(徐冷スラグ) 

会 社 名 還元溶融研究会(中部リサイクル株式会社) 

担 当 者 大河内宝(中部リサイクル株式会社) 

連 絡 先 
TEL 052-611-1511 FAX 052-614-0716 

E-
mail 

t.okochi@chubu-recycle.co.jp 

技術の名称 軟弱地盤上の盛土基盤面の構築(軟弱地盤対策工) 

概  要 
(150 字程度) 

軟弱地盤上に盛土を行う場合、適切に工事を実施しないと軟弱地盤上の

盛土構造物に滑りの発生などが懸念される。また、運搬車両および施工

重機類のトラヒィカビリティを確保する必要がある。このような施工条

件の場合に、溶融還元石(徐冷スラグ)を粗割りした石材(300～0mm)を
軟弱地盤上に敷設して施工基盤を構築する工法である。  

技術登録等 あいくる材  27)再生割ぐり石  

技術の概要 
 
 

次頁 
あり・なし 

 

軟弱地盤上に粗割りした溶融還元石を敷設すると、石材のかみ合わせに

より強度が発揮される。以下の写真参照。  
盛土施工時のすべり発生の監視を行った事例では、側方流動は確認され

ず、極めて良好な状況で盛土を完成させることができた。1) 

写真 上：溶融還元石の敷設状況 下：敷設面の状況  
参考文献 

1) (一社)日本産業機械工業会 エコスラグ利用普及委員会：2017 年度版 

エコスラグ有効利用の現状とデータ集、pp.87-89、2018 年 5 月 
 
製造実績：2012～2016 年度平均実績 年間～17,000 トン 
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整理 No. ２０ 分類 「その他」(徐冷スラグ) 

会 社 名 還元溶融研究会（メルテック株式会社） 

担 当 者 技術・品質管理課長 小島久典 

連 絡 先 
TEL 0285-49-1080 FAX 0285-49-1084 

E-mail kojima.h@meltec-ltd.co.jp 

技術の名称 還元溶融 

概  要 

(150 字程度) 

焼却灰を溶融処理することにより無害化し、溶融スラグを徐冷す

ることで結晶化が進み天然石と同等の物性となる。道路用下層路盤

材や整地材などの資材として利用でき、天然資源の保全、循環型社

会の構築に貢献している。 

技術登録等 とちの環
わ

エコ製品（栃木県リサイクル製品認定）認定番号 28-007 

技術の概要 

 焼却灰をコークスベッド式縦型炉の還元雰囲気下で溶融処理する

ことで、塩化揮発が促進され鉛などの重金属類のほとんどは、排ガス

側へ揮発し、安全な溶融スラグが生産される。また、溶融スラグを冷

却容器内でゆっくりと時間を掛けて徐冷することで、結晶化が進み天

然石（安山岩、玄武岩）と同等の物性となる。生産した溶融スラグ（商

品名：「メルエース」）は、JIS A 5032 などに規定される安全性基準

（重金属溶出値など）や物性基準（表乾密度など）を充分に満足して

おり、道路用下層路盤材や整地材などの建設資材として利用される。 

 また、焼却灰中に微量に含まれる貴金属（Au、Ag、Cu、Pt、Pd ）は

溶融スラグよりも密度が高いため、冷却用容器の底面に沈降して溶融

スラグと分離し、冷却後に磁力選別機で回収する。冷却中に時間を掛

けて分離できるため、貴金属の回収率が高く、濃度も高品位となる。 

 

製造実績：2012～2016 年度平均実績 年間～20,000 トン 
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